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は
じ
め
に 

 

「
黒
蜥
蜴
」
は
、
名
探
偵
・
明
智
小
五
郎
と
女
賊
・
黒
蜥
蜴
に
よ
る
、
宝
石
商
の

娘
の
誘
拐
と
恋
の
駆
け
引
き
を
め
ぐ
る
ス
リ
リ
ン
グ
な
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
よ
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
、
江
戸
川
乱
歩
の
通
俗
長
編
探
偵
小
説
（
「
日
の
出
」
一
九
三
四
年
一

～
一
一
月
）
を
、
戦
後
に
三
島
由
紀
夫
が
同
題
で
戯
曲
化
（
「
婦
人
画
報
」
一
九
六

一
年
一
二
月
）
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
演
劇
、
映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
ラ
ジ
オ
ド

ラ
マ
、
マ
ン
ガ
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
の
越
境
を
繰
り
返
す
乱
歩
作
品
中
で
も
屈
指
の
人

気
作
へ
と
成
長
し
た
。
文
学
と
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
を
検
討
す
る
好
個
の
作

品
だ
と
い
え
よ
う
。 

数
多
い
「
黒
蜥
蜴
」
作
品
群
の
中
核
を
担
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
演

劇
で
あ
る
。
三
島
生
前
に
、
一
九
六
二
年
、
六
八
～
六
九
年
と
、
二
種
類
の
舞
台
が

上
演
さ
れ
た
が
、
没
後
も
三
島
作
の
戯
曲
「
黒
蜥
蜴
」
は
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
て
き

た
。
三
島
に
請
わ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
五
〇
年
近
く
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
の
黒
蜥

蜴
を
演
じ
続
け
て
き
た
美
輪
（
丸
山
）
明
宏
に
よ
る
舞
台
が
著
名
だ
が
、
一
方
で
、

一
九
九
九
年
の
橋
本
治
脚
本
・
演
出
に
よ
る
「
女
賊
」
を
皮
切
り
に
、
三
島
以
外
の

脚
本
に
よ
る
上
演
も
進
行
中
で
あ
る
。
こ
と
に
黒
蜥
蜴
を
代
名
詞
と
し
て
い
た
美
輪

明
宏
が
二
〇
一
五
年
に
「
最
後
の
「
黒
蜥
蜴
」
公
演
」
だ
と
宣
言
し
て
役
を
降
り
て

以
降
は
、
三
島
戯
曲
に
よ
ら
な
い
新
作
脚
本
に
よ
る
舞
台
上
演
が
増
加
し
て
い
る
。

三
島
戯
曲
を
用
い
な
い
理
由
と
し
て
は
、
著
作
権
料
の
問
題
な
ど
も
あ
ろ
う
が
、
そ

れ
よ
り
も
上
演
す
る
劇
団
の
構
成
や
演
者
の
資
質
に
合
わ
せ
た
り
、
現
代
の
観
客
に

適
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

論
者
は
、
前
稿
「
ア
ダ
プ
ト
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー─

三
島
由
紀
夫
以
降
の
演
劇

「
黒
蜥
蜴
」
」
に
お
い
て
、
三
島
に
後
続
す
る
近
年
の
脚
本
に
よ
る
「
黒
蜥
蜴
」
上

演
の
動
向
を
検
討
し
た
。

（

１

）

そ
れ
ら
は
、
乱
歩─

三
島
版
か
ら
、
①
女
賊
と
名
探
偵
の

恋
と
宝
石
を
め
ぐ
る
虚
々
実
々
の
駆
け
引
き 

②
結
末
の
女
賊
の
死 

と
い
う
基

本
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
骨
格
は
守
り
つ
つ
、
プ
ロ
ッ
ト
に
大
き
な
変
化
の
傾
向
が
生

じ
て
い
た
。
新
派
版
（
二
〇
一
七
、
一
八
、
一
九
年
）
、
宝
塚
版
（
二
〇
〇
七
年
）
、

月
蝕
歌
劇
団
（
二
〇
一
六
年
）
な
ど
の
舞
台
に
お
い
て
黒
蜥
蜴
の
過
去
が
開
示
さ
れ
、

女
賊
に
な
る
に
至
る
ト
ラ
ウ
マ
が
戯
曲
上
で
創
作
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
智
と

の
恋
愛
に
関
し
て
も
、
独
特
の
美
と
エ
ロ
ス
の
追
究
者
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
た
三

島
版
の
黒
蜥
蜴
像
と
は
異
な
り
、
後
続
の
脚
本
に
お
け
る
黒
蜥
蜴
は
一
般
的
に
異
性

愛
規
範
に
よ
る
純
愛
の
物
語
と
し
て
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
乱
歩
の
小
説
や
三
島

の
戯
曲
に
お
け
る
黒
蜥
蜴
は
、
猟
奇
的
な
殺
人
を
繰
り
返
す
シ
リ
ア
ル
キ
ラ
ー
と
し

て
の
側
面
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
近
年
の
作
品
群
に
お
い
て
は
女
賊
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
ほ
ど
の
ト
ラ
ウ
マ
の
要
因
と
な
る
過
去
の
悲
惨
な
状
況
が
設
定
さ
れ
、
こ
れ
に

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
二
つ
の
映
画
「
黒
蜥
蜴
」

有　

元　

伸　

子

− 96 −− 97 −

〔研究ノート〕二つの映画「黒蜥蜴」

（
１
）



 

よ
っ
て
黒
蜥
蜴
は
了
解
可
能
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
収
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
の

「
黒
蜥
蜴
」
研
究
に
お
い
て
は
、
乱
歩
の
小
説
か
ら
三
島
の
戯
曲
へ
の
改
変
の
様
相

に
関
し
て
種
々
の
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
後
続
の
戯
曲
群
を
お
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
乱
歩─
三
島
の
系
譜
の
特
色
が
逆
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。 

こ
う
し
た
三
島
以
降
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
た
作
品
群
の
淵
源
は
ど
こ
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
三
島
生
前
に
上
演
さ
れ
た
二
つ
の
戯
曲
と
そ
れ
ぞ
れ
近
接
し
て
、
映

画
版
の
「
黒
蜥
蜴
」
が
制
作
・
公
開
さ
れ
、
い
ず
れ
も
、
「
原
作
江
戸
川
乱
歩
、
戯

曲
三
島
由
紀
夫
」
を
謳
っ
て
い
る
。 

 

⑴ 

一
九
六
二
年
三
月
三
～
二
六
日 
演
劇
初
演 

 
 

松
浦
竹
夫
演
出
、
水
谷
八
重
子
／
芥
川
比
呂
志 

→

①
一
九
六
二
年
三
月
一
四
日 

大
映
映
画 

 

井
上
梅
次
監
督
、
新
藤
兼
人
脚
本
、
京
マ
チ
子
／
大
木
実 

⑵ 

一
九
六
八
年
四
月
三
～
二
六
日 

演
劇
再
演 

 
 

松
浦
竹
夫
演
出
、
丸
山
明
宏
／
天
知
茂 

→

②
一
九
六
八
年
八
月
一
四
日 

松
竹
映
画 

 

深
作
欣
二
監
督
、
成
澤
昌
茂
脚
本
、
丸
山
明
宏
／
木
村
功 

 

三
島
生
前
の
演
劇
と
映
画
は
こ
の
四
作
で
あ
り
、
他
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
二
作
あ

る
。
た
だ
し
、
後
続
の
劇
作
家
た
ち
、
こ
と
に
若
い
創
作
者
が
初
演
・
再
演
の
舞
台

や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
る
こ
と
は
困
難
で
、
彼
ら
の
再
創
作
に
何
ら
か
の
触
発
を
与

え
る
と
す
れ
ば
後
代
ま
で
参
照
し
や
す
い
映
画
の
方
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
大
映

と
松
竹
の
二
種
の
「
黒
蜥
蜴
」
映
画
を
同
時
代
評
な
ど
も
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
、
三

島
脚
本
以
降
の
近
年
の
舞
台
「
黒
蜥
蜴
」
か
ら
逆
照
射
す
る
形
で
、
二
作
の
再
評
価

を
試
み
て
み
た
い
。 

 

一 

松
竹
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
（
一
九
六
八
年
） 

 

制
作
順
と
し
て
は
逆
に
な
る
が
、
先
に
一
九
六
八
年
の
松
竹
映
画
「
黒
蜥
蜴
」（
深

作
欣
二
監
督
・
丸
山
明
宏
主
演
）
か
ら
検
討
し
て
い
く
。 

一
九
六
八
年
四
月
、
東
横
劇
場
で
再
演
版
の
舞
台
「
黒
蜥
蜴
」
が
幕
を
開
け
た
。

寺
山
修
司
の
「
毛
皮
の
マ
リ
ー
」
に
出
演
し
て
い
た
丸
山
を
、
三
島
が
熱
心
に
口
説

い
て
「
黒
蜥
蜴
」
出
演
に
い
た
っ
た
逸
話
は
有
名
だ
が
、
三
島
の
目
論
見
は
見
事
に

当
た
っ
て
、
再
演
舞
台
は
大
ヒ
ッ
ト
し
、
歌
舞
伎
座
で
急
遽
ア
ン
コ
ー
ル
上
演
が
組

ま
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
余
勢
を
か
っ
て
松
竹
で
映
画
化
が
決
定
し
、
公
開
前

か
ら
期
待
は
高
ま
っ
た
。 

本
作
に
は
原
作
者
の
三
島
も
黒
蜥
蜴
の
恐
怖
美
術
館
に
飾
ら
れ
る
剥
製
の
生
人

形
役
で
出
演
し
て
大
立
ち
回
り
を
演
じ
て
お
り
、
宣
伝
の
一
翼
を
に
な
っ
た
。

（

２

）

し
か

し
話
題
の
中
心
は
何
と
い
っ
て
も
丸
山
の
妖
艶
な
存
在
感
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
映
画
公
開
直
後
の
雑
誌
『
映
画
情
報
』
（
一
九
六
八
年
九
月
）
で
は
、
舞
台

版
「
黒
蜥
蜴
」
に
つ
い
て
《
ヒ
ロ
イ
ン
の
丸
山
明
宏
の
耽
美
的
な
魅
力
は
ま
さ
に
圧

倒
的
な
も
の
》
で
《
春
の
演
劇
界
の
話
題
を
さ
ら
っ
た
》
と
す
る
。

（

３

）

一
方
で
「
舞
台

は
と
も
か
く
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
も
要
求
さ
れ
る
映
画
は
果
た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か

…
…

」
と
い
う
疑
問
の
声
も
あ
っ
た
が
、
《
ス
ク
リ
ー
ン
に
現
れ
た
〝
女
優
〟
丸
山

明
宏
の
妖
し
い
美
し
さ
は
、
関
係
者
も
思
わ
ず
う
な
る
ほ
ど
の
も
の
》
だ
っ
た
と
評

価
す
る
。
同
誌
の
翌
一
〇
月
号
で
は
、
座
談
会
や
評
論
な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
の
記
事

に
、
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
が
話
題
に
の
ぼ
る
。

（

４

）

同
誌
に
登
場
し
た
磯
田
光
一
は
、
『
南

北
』
（
一
九
六
九
年
一
〇
月
）
で
も
評
論
「
剥
製
人
間
蒐
集
の
志─

映
画
「
黒
蜥
蜴
」
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（
４
）

（
３
）

（
２
）



 

に
つ
い
て
」
を
書
い
て
、
男
に
心
を
動
か
さ
れ
る
こ
と
を
屈
辱
と
し
、
人
間
の
「
内

面
」
へ
の
徹
底
し
た
不
信
に
よ
っ
て
、
「
精
神
」
に
蝕
ま
れ
て
い
な
い
肉
体
＝
「
剥

製
」
を
希
求
す
る
黒
蜥
蜴
を
演
じ
る
丸
山
の
存
在
感
と
演
技
を
絶
賛
す
る
。 

一
方
で
当
時
も
少
数
な
が
ら
辛
口
の
評
価
は
存
在
し
た
。
演
劇
評
論
家
の
山
田
和

夫
は
、
犯
罪
を
「
快
感
」
を
も
っ
て
見
つ
め
「
美
」
や
「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
を
見

出
そ
う
と
す
る
原
作
者
の
三
島
と
、
戦
後
日
本
に
生
き
る
人
間
の
執
念
や
民
族
の
自

由
を
希
求
す
る
監
督
の
深
作
と
で
は
、
芸
術
的
に
も
思
想
的
傾
向
に
も
共
通
の
基
盤

を
も
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
作
品
が
破
綻
し
た
と
酷
評
す
る
。

（

５

） 

で
は
、
美
輪
（
丸
山
）
明
宏
自
身
は
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
の

か
。
後
年
の
美
輪
は
、
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
の
大
当
た
り
を
満
足
そ
う
に
回
顧
し
つ
つ

も
、
《
で
も
、
映
画
の
出
来
は
気
に
入
っ
て
ま
せ
ん
。
私
は
、
グ
ロ
テ
ス
ク
20
％
、

80
％
を
美
し
く
や
り
た
か
っ
た
。
実
際
に
深
作
氏
が
や
っ
た
の
は
、
比
率
が
逆
だ

っ
た
。
血
ド
バ
ー
ッ
と
か
、
腕
ふ
っ
と
ん
だ
り
ね
》
と
述
懐
し
、

（

６

）

自
身
と
監
督
の
深

作
と
の
間
で
「
黒
蜥
蜴
」
に
期
待
す
る
美
学
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
い

る
。
松
竹
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
は
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
化
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
、
現
在
も
時

に
名
画
座
等
で
の
公
開
や
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
放
送
で
上
映
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、

人
々
の
嘱
望
を
よ
そ
に
い
ま
だ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
な
い
。
美
輪
は
自
身
の
感
性
に

は
合
格
し
な
か
っ
た
映
画
版
「
黒
蜥
蜴
」
を
封
印
し
て
、
明
智
役
の
男
優
を
折
々
に

替
え
な
が
ら
舞
台
「
黒
蜥
蜴
」
を
二
〇
一
五
年
ま
で
繰
り
返
し
再
演
し
つ
づ
け
た
。

（

７

）

自
ら
演
出
を
手
が
け
主
演
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身
の
美
学
に
則
っ
た
「
黒
蜥
蜴
」

を
演
じ
続
け
た
の
だ
っ
た
。 

松
竹
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
の
脚
本
（
成
澤
昌
茂
・
深
作
欣
二
）
を
見
て
い
こ
う
。
基

本
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
は
三
島
戯
曲
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
設
定
の
変
更
や
ト
ー
ン
の

違
い
が
目
に
つ
く
。
脚
本
は
一
九
六
八
年
に
作
成
さ
れ
、
八
月
一
四
日
の
映
画
公
開

ま
で
の
間
に
以
下
の
よ
う
に
手
が
入
れ
ら
れ
た
。

（

８

）

な
お
、
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
四
七
五

（
同
年
八
月
一
五
日
）
に
は
、
「
シ
ナ
リ
オ
黒
蜥
蜴
」
と
し
て
、
①
・
②
の
折
衷
版

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

①
準
備
稿
（
六
月
一
四
日
）→

→
 

②
第
二
稿
（
七
月
一
日
）→

 

 
→
 

③
決
定
稿
（
七
月
二
四
日
）→

→
 

④
完
成
映
倫
試
写
稿
（
八
月
七
日
） 

短
期
間
に
頻
繁
に
手
入
れ
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
目
に
つ
く
大
き
な
変
更

は
、
誘
拐
さ
れ
た
宝
石
商
令
嬢
・
早
苗
の
身
代
金
の
ダ
イ
ヤ
受
け
渡
し
の
場
所
で
あ

る
。
シ
ナ
リ
オ
の
①
（
お
よ
び
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
版
）
で
は
三
島
原
作
と
同
じ
く
東

京
タ
ワ
ー
で
あ
っ
た
が
、
②
以
降
で
は
晴
海
埠
頭
の
埋
立
地
に
変
更
さ
れ
、
黒
蜥
蜴

一
味
と
こ
れ
を
捕
え
ん
と
す
る
警
察
と
の
間
で
派
手
な
カ
ー
チ
ェ
イ
ス
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
明
智
（
木
村
功
）
の
変
装
も
、
①
で
は

原
作
の
と
お
り
に
東
京
タ
ワ
ー
の
売
店
の
老
人
で
あ
っ
た
が
、
②
以
降
は
警
察
車
両

を
排
除
す
る
バ
イ
ク
の
ラ
イ
ダ
ー
に
変
更
。
原
作
で
は
東
京
タ
ワ
ー
の
展
望
台
に
現

れ
た
豪
華
な
衣
装
の
黒
蜥
蜴
が
売
店
の
お
ば
さ
ん
と
衣
装
を
取
り
替
え
て
逃
走
す

る
が
、
松
竹
映
画
版
で
は
、
丸
山
（
黒
蜥
蜴
）
の
変
装
も
、
そ
れ
を
先
刻
ご
承
知
で

あ
っ
た
明
智
と
の
駆
け
引
き
も
、
省
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
演
劇
版
と
異
な
り
、
映

画
で
の
丸
山
黒
蜥
蜴
は
、
男
装
の
シ
ー
ン
も
短
く
、
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
の
洋
装
が
大
半

で
作
中
で
の
イ
メ
ー
ジ
は
さ
ほ
ど
変
化
し
な
い
。 

そ
し
て
目
に
つ
く
の
が
グ
ロ
テ
ス
ク
で
陰
惨
な
シ
ー
ン
の
多
さ
で
あ
る
。
映
画
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
登
場
人
物
で
あ
る
元
刑
事
の
岩
瀬
家
用
心
棒
的
場
（
西
村
晃
）
の
切
ら

れ
た
手
首
が
長
椅
子
の
上
に
置
か
れ
る
。
脚
本
①
で
は
、
バ
ラ
バ
ラ
死
体
の
設
定
で

あ
っ
た
の
で
軟
化
し
た
表
現
と
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
凄
惨
さ
は
変
わ
ら
な
い
。

生
人
形
と
し
て
恐
怖
美
術
館
に
展
示
す
る
資
格
の
な
い
、
若
く
も
美
し
く
も
な
い
人

間
へ
の
黒
蜥
蜴
の
残
忍
さ
の
表
現
と
も
見
な
せ
よ
う
が
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
猟
奇
性
の
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（
８
）

（
７
）

（
６
）

（
５
）



 

方
が
勝
る
。
さ
ら
に
黒
蜥
蜴
一
味
を
追
い
か
け
て
船
中
に
乗
り
込
み
長
椅
子
の
中
に

隠
れ
た
明
智
（
実
は
明
智
の
身
代
わ
り
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
た
黒
蜥
蜴
の
手
下
・

松
吉
）
を
、
黒
蜥
蜴
が
自
ら
洋
剣
で
刺
し
て
血
が
流
出
す
る
。
結
末
で
は
、
黒
蜥
蜴

の
手
下
の
「
青
い
亀
」
（
ひ
な
）
が
明
智
を
殺
そ
う
と
蛇
を
投
げ
つ
け
、
黒
蜥
蜴
が

ナ
イ
フ
で
蛇
を
断
ち
、
ひ
な
の
脇
腹
を
刺
す
。
う
ご
め
く
蛇
、
苦
し
む
ひ
な
。 

松
竹
版
で
は
こ
の
よ
う
な
非
道
で
残
酷
な
映
像
が
多
用
さ
れ
る
一
方
で
、
ム
ー
デ

ィ
な
シ
ー
ン
も
挿
入
さ
れ
る
。
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
「
幻
」
で
の
黒
蜥
蜴
と
明
智
の
出
会

い
に
よ
っ
て
映
画
は
開
始
す
る
。
丸
山
作
詞
の
主
題
歌
を
妖
艶
に
歌
う
黒
蜥
蜴
。
タ

イ
ト
ル
バ
ッ
ク
に
は
ビ
ア
ズ
リ
ー
の
サ
ロ
メ
の
挿
画
が
用
い
ら
れ
る
。
映
画
研
究
者

の
菅
野
優
香
は
、
こ
の
よ
う
な
《
ゴ
シ
ッ
ク
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
、
ノ
ワ

ー
ル
の
諸
要
素
が
入
り
混
じ
っ
た
ス
タ
イ
ル
》
に
つ
い
て
、
一
九
六
〇
年
代
の
「
男

性
映
画
」
と
男
性
ス
タ
ー
が
ま
だ
存
在
感
を
持
っ
て
い
た
時
代
に
、《
き
わ
め
て
「
男

性
的
」
な
作
家
で
あ
っ
た
深
作
に
よ
っ
て
、
美
輪
明
宏
と
い
う
「
女
性
ス
タ
ー
」
の

映
画
が
作
ら
れ
た
》
時
代
性
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。

（

９

）

そ
の
う
え
で
、
菅
野
は
、
三
島

の
原
作
「
黒
蜥
蜴
」
が
持
っ
て
い
た
ク
イ
ア
ネ
ス
が
《
美
輪
の
撹
乱
的
な
ジ
ェ
ン
ダ

ー
表
現
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
黒
蜥
蜴
の
早
苗
に
対
す
る
レ
ズ
ビ
ア
ン
的
欲
望
》
な

ど
に
よ
っ
て
も
見
出
せ
る
と
言
い
、
《
美
輪
の
ク
ィ
ア
ネ
ス
》
を
高
く
評
価
す
る
。 

結
局
の
と
こ
ろ
、
松
竹
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
は
、
早
く
同
時
代
評
の
山
田
和
夫
や
美

輪
本
人
が
縷
述
し
て
い
た
よ
う
に
、
三
島
と
深
作
の
間
に
あ
っ
た
質
の
異
な
っ
た
マ

チ
ズ
モ
が
衝
突
し
、
そ
れ
が
三
島
と
丸
山
明
宏
に
共
有
し
て
い
た
ク
ィ
ア
ネ
ス
に
も

波
及
し
て
統
一
性
が
と
れ
な
い
ま
ま
出
現
し
た
作
品
だ
っ
た
。 

乱
歩
の
小
説
で
は

黒
蜥
蜴
は
男
言
葉
を
使
っ
て
い
た
が
、
三
島
戯
曲
で
は
男
言
葉
は
消
去
さ
れ
た
。
だ

が
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
島
の
「
黒
蜥
蜴
」
に
は
異
性
愛
に
の
っ
と

っ
た
結
婚
制
度
へ
の
強
い
忌
避
が
内
在
す
る
。

（

１

０

）

戯
曲
に
あ
っ
て
表
面
上
は
希
薄
で

あ
っ
た
ア
ン
ド
ロ
ギ
ュ
ヌ
ス
性
が
、
美
輪
の
女
形
の
身
体
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
。

映
画
に
お
い
て
も
、
丸
山
が
自
身
の
ク
ィ
ア
な
身
体
で
体
現
し
た
女
賊
・
黒
蜥
蜴
像

の
個
性
が
最
大
の
基
軸
と
な
っ
た
。
後
代
の
役
者
た
ち
は
、
美
輪
が
拓
い
た
ク
ィ
ア

で
ノ
ワ
ー
ル
な
黒
蜥
蜴
像
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
模
倣
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
美
輪
に
対

抗
し
つ
つ
自
身
の
個
性
に
見
合
っ
た
黒
蜥
蜴
像
を
体
現
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
舞

台
「
黒
蜥
蜴
」
は
女
優
座
長
劇
で
も
あ
る
が
、
一
方
で
板
東
玉
三
郎
（
三
島
戯
曲
、

一
九
八
四
～
八
六
年
）
、
篠
井
英
介
（
橋
本
治
戯
曲
「
女
賊
」
、
一
九
九
九
年
）
、

河
合
雪
之
丞
（
新
派
、
齋
藤
雅
文
戯
曲
「
黒
蜥
蜴
」
、
二
〇
一
七
～
一
九
年
）
、
加

納
幸
和
（
花
組
芝
居
、
加
納
幸
和
戯
曲
、
二
〇
一
七
年
）
と
い
っ
た
女
形
に
よ
る
黒

蜥
蜴
の
系
譜
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
の
は
、
女
賊
・
黒
蜥

蜴
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
よ
う
。 

三
島
戯
曲
の
言
葉
の
論
理
を
解
析
し
、
俳
優
の
身
体
性
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
っ

て
挑
戦
的
に
上
演
し
た
宮
城
聰
演
出
の
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
公
演
（
二
〇
一
六
年
）
に
お
い
て

黒
蜥
蜴
を
演
じ
た
女
優
の
た
き
い
み
き
が
、
《
言
葉
に
忠
実
に
、
肉
体
で
再
現
で
き

る
よ
う
に
演
じ
て
い
る
。
こ
の
役
は
女
性
だ
が
、
女
性
だ
と
思
わ
ず
に
演
じ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
で
き
れ
ば
男
性
で
あ
る
方
が
、
こ
の
女
性
は
も
し
か
し
た
ら
「
ら
し

い
」
の
か
な
と
思
う
》
と
い
っ
た
感
想
を
語
っ
て
い
る
。

（

１

１

）

三
島
戯
曲
に
表
出
さ
れ
た

黒
蜥
蜴
の
ク
ィ
ア
性
を
考
え
る
と
き
に
、
こ
う
し
た
実
創
作
者
の
感
慨
は
大
き
な
視

座
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

二 

大
映
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
（
一
九
六
二
年
） 

 

 

つ
づ
い
て
松
竹
版
よ
り
も
先
に
制
作
さ
れ
た
大
映
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
（
井
上
梅
次

監
督
・
京
マ
チ
子
主
演
）
を
検
討
す
る
。 
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（
10
）

（
９
）

（
11
）



 

 
本
作
は
、
新
派
の
水
谷
八
重
子
と
新
劇
の
芥
川
比
呂
志
に
よ
る
「
黒
蜥
蜴
」
舞
台

初
演
の
公
演
期
間
中
に
競
演
し
て
公
開
さ
れ
た
。
後
作
の
松
竹
映
画
や
演
劇
版
「
黒

蜥
蜴
」
に
出
演
し
た
美
輪
（
丸
山
）
明
宏
に
と
っ
て
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
が
当
人
の
代

名
詞
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
大
映
版
の
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
は
ス
タ
ッ
フ
・
出
演
者

の
誰
に
と
っ
て
も
代
表
作
で
は
な
い
。
主
演
の
京
マ
チ
子
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
黒

澤
明
監
督
「
羅
生
門
」
や
溝
口
健
二
監
督
「
雨
月
物
語
」
な
ど
に
お
い
て
国
際
映
画

祭
グ
ラ
ン
プ
リ
を
次
々
と
獲
得
し
、
「
細
雪
」
な
ど
の
谷
崎
潤
一
郎
作
品
の
ミ
ュ
ー

ズ
と
し
て
も
知
ら
れ
る
名
女
優
で
あ
る
が
、
「
黒
蜥
蜴
」
に
つ
い
て
の
発
言
は
少

な
い
。

（

１

２

）

井
上
梅
次
監
督
は
、
石
原
裕
次
郎
を
売
り
出
し
た
「
嵐
を
呼
ぶ
男
」
に
よ
っ

て
著
名
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
映
画
を
得
意
と
し
た
。
後

年
は
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
版
（
テ
レ
ビ
朝
日
・
土
曜
ワ
イ
ド
劇
場
）
で
乱
歩
作
品
の
カ
メ
ラ

を
と
っ
て
好
評
を
博
し
、
「
悪
魔
の
よ
う
な
美
女
～
江
戸
川
乱
歩
「
黒
蜥
蜴
」
に
よ

る
」
（
一
九
九
七
年
四
月
一
四
日
放
映
）
も
担
当
し
て
い
る
。
だ
が
生
誕
百
年
を
記

念
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
井
上
梅
次 

創
る
心
』
で
も
監
督
と
三
島
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ

ッ
ト
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
黒
蜥
蜴
」
に
関
す
る
記
載
は
少
な
い
。

（

１

３

）

原
作
者
の

三
島
に
し
て
も
、
劇
中
歌
の
作
詞
に
名
を
連
ね
、
映
画
制
作
中
に
江
戸
川
乱
歩
と
と

も
に
大
映
東
京
撮
影
所
を
見
学
に
訪
問
し
て
い
る
も
の
の
、
本
作
に
つ
い
て
の
言
及

は
な
い
。
脚
本
の
新
藤
兼
人
、
音
楽
の
黛
敏
郎
も
し
か
り
。
大
映
映
画
「
黒
蜥
蜴
」

は
名
だ
た
る
ス
タ
ッ
フ
と
名
女
優
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
が
、
同
時
代
評
も
芳
し
く

は
な
い
。

（

１

４

） 

 

本
作
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
徹
底
し
て
人
工
的
に
作
ら
れ
た

《
ち
ょ
っ
と
変
っ
た
し
ゃ
れ
た
》
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
映
画
で
あ
っ
た
。

（

１

５

）

だ
が

「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物
語
」
（
一
九
六
一
年
）
は
本
作
の
前
年
末
公
開
、
「
マ
イ

・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」
（
一
九
六
四
年
）
、
「
メ
リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ズ
」
（
同
）
、
「
サ

ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
（
一
九
六
五
年
）
と
い
っ
た
名
だ
た
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
映
画
は
ま
だ
出
現
し
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
《
リ
ア
リ
ズ
ム
を
中
心
に
発
展

し
て
き
た
日
本
映
画
の
伝
統
に
な
い
素
材
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
無
残
な
失
敗
に
終

わ
り
や
す
い
映
画
》
（
井
上
の
発
言
）
だ
っ
た
と
言
え
る
。

（

１

６

） 

し
か
し
、
公
開
時
に
《
き
わ
も
の
の
娯
楽
映
画
》
（
注
14
参
照
）
だ
と
し
か
認
識

さ
れ
な
か
っ
た
大
映
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
は
近
年
、
再
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
。
映
画

・
音
楽
評
論
家
の
浦
山
珠
夫
は
、
《
耽
美
的
ム
ー
ド
で
は
、
美
輪
明
宏
に
軍
配
が
上

が
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
娯
楽
映
画
と
し
て
は
井
上
梅
次
監
督
に
よ
る
京
マ
チ
子
版

が
、
色
ん
な
意
味
で
群
を
抜
い
て
い
る
》
、
《
ち
ょ
っ
と
酸
っ
ぱ
く
て
、
気
恥
ず
か

し
い
感
じ
も
あ
る
が
、
こ
れ
が
井
上
梅
次
の
娯
楽
映
画
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
。
そ
れ

も
含
め
て
、
耽
美
や
倒
錯
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
、
独
特
の
井
上
ワ
ー
ル
ド
は
、
一
見

の
価
値
あ
り
》
と
述
べ
る
。

（

１

７

）

《
和
製
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
の
パ
イ
オ
ニ
ア
を
自
認
し

て
い
た
井
上
は
、
映
画
版
を
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
る
べ
く
、
折
か
ら
の
ブ
ー

ム
も
あ
っ
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
風
味
を
加
え
た
》
。
《
黒
蜥
蜴
が
ホ
テ
ル
を
脱
出
す

る
場
面
で
の
、
京
マ
チ
子
の
男
装
の
麗
人
ぶ
り
が
ハ
イ
ラ
イ
ト
》
で
、
《
京
マ
チ
子

の
レ
ビ
ュ
ー
・
ス
タ
ー
と
し
て
の
力
量
が
垣
間
見
え
る
》
。
《
当
時
の
言
葉
で
い
え

ば
「
倒
錯
し
た
性
の
魅
力
」
に
溢
れ
て
い
る
。
脱
出
劇
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
見
せ
て
、

京
マ
チ
子
の
魅
力
を
引
き
出
す
》
と
評
価
す
る
の
で
あ
る
。
他
に
磯
田
勉
が
ソ
フ
ト

発
売
の
レ
ビ
ュ
ー
文
に
お
い
て
、
《
三
島
の
戯
曲
に
も
な
い
、
あ
っ
と
驚
く
セ
ミ
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
仕
立
て
の
作
風
は
、
「
素
晴
ら
し
き
男
性
」
（
58
年
）
や
「
嵐
を
呼

ぶ
楽
団
」
（
60
年
）
な
ど
を
作
り
続
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ピ
ク
チ
ュ
ア
の
職
人
、
井

上
監
督
の
面
目
躍
如
た
る
と
こ
ろ
が
あ
る
》
と
し
、
《
徹
底
し
た
人
工
的
な
作
り
が

現
在
の
目
か
ら
見
て
も
楽
し
い
》
と
述
べ
る
。

（

１

８

）

近
年
よ
う
や
く
本
作
の
挑
戦
性
は
キ

ッ
チ
ュ
な
作
り
の
意
匠
の
面
白
さ
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。 
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（
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）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）



 

 

京
マ
チ
子
論
の
文
脈
に
お
け
る
「
黒
蜥
蜴
」
評
価
も
参
照
し
て
み
よ
う
。
京
の
女

優
と
し
て
の
変
遷
を
、
肉
体
派
ヴ
ァ
ン
プ
女
優→

国
際
派
グ
ラ
ン
プ
リ
女
優→

国
民

女
優→
〈
変
身
〉
す
る
演
技
派
女
優
と
し
て
捉
え
る
北
村
匡
平
は
、
「
黒
蜥
蜴
」
に

つ
い
て
《
少
女
歌
劇
の
よ
う
な
舞
台
的
な
演
出
も
あ
る
も
の
の
、
肉
体
派
と
し
て
の

踊
り
子
役
の
要
素
や
「
七
変
化
」
を
存
分
に
盛
り
込
ん
だ
、
は
ま
り
役
で
あ
る
》
と

し
、
《
京
マ
チ
子
の
変
装
に
は
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
》
と
す
る
。

（

１

９

）

北
村
の
評

価
を
受
け
て
、
久
保
豊
は
、
「
黒
蜥
蜴
」
に
お
け
る
京
の
演
技
を
丁
寧
に
検
討
し
、

《
井
上
は
低
俗
な
エ
ロ
ス
の
追
求
に
陥
る
こ
と
な
く
、
京
の
「
気
高
き
エ
ロ
テ
ィ
シ

ズ
ム
」
を
〔…

〕
映
画
全
体
を
通
じ
て
体
現
し
て
い
る
》
と
高
評
す
る
。

（

２

０

） 

 

映
画
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
明
智
役
の
大
木
実
が
自
身
の
変
装
し
た
人
物
二
人

（
東
京
タ
ワ
ー
の
売
店
の
亭
主
、
松
吉
）
と
共
に
現
れ
て
、
こ
れ
が
リ
ア
ル
な
世
界

の
物
語
で
は
な
い
こ
と
を
提
示
す
る
。
怪
し
げ
で
も
コ
ミ
カ
ル
で
も
あ
る
男
性
コ
ー

ラ
ス
の
テ
ー
マ
曲
に
呼
び
出
さ
れ
た
黒
い
ド
レ
ス
に
網
タ
イ
ツ
の
黒
蜥
蜴(

京
マ
チ

子)

が
恐
怖
美
術
館
の
生
人
形
を
模
し
た
半
裸
の
男
女
に
鞭
の
音
を
鳴
ら
し
、
宝
石

に
頬
ず
り
し
な
が
ら
妖
艶
に
踊
る
。
途
中
で
雨
宮
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
よ
る
愛
を
象

徴
す
る
旋
律
が
始
ま
る
と
悩
ま
し
げ
に
変
貌
し
、
そ
の
思
い
を
断
ち
切
る
か
の
よ
う

に
再
び
鞭
を
ふ
る
う
。
「
黒
蜥
蜴
」
の
世
界
観
と
彼
女
の
心
象
を
見
事
に
象
徴
す
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
あ
る
。 

 

本
作
で
最
も
印
象
的
な
の
は
、
誘
拐
し
た
早
苗
を
明
智
に
取
り
戻
さ
れ
た
緑
川
夫

人
（
黒
蜥
蜴
）
が
素
早
く
男
装
し
て
ホ
テ
ル
か
ら
脱
出
す
る
一
連
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス

で
あ
る
。
岩
瀬
の
部
屋
で
正
体
が
露
顕
し
た
黒
蜥
蜴
は
和
装
の
身
体
を
ド
ア
の
外
に

出
し
、
ピ
ス
ト
ル
を
持
っ
た
腕
だ
け
部
屋
の
中
に
入
れ
て
袖
を
ま
く
っ
て
黒
蜥
蜴
の

刺
青
を
見
せ
つ
け
て
、
「
こ
れ
を
お
ぼ
え
て
お
い
て
頂
戴
ね
、
わ
た
し
の
紋
章
、
こ

の
や
さ
し
い
こ
の
腕
の
黒
蜥
蜴
を
」
と
言
い
残
す
や
ド
ア
を
閉
め
る
。
《
〽
黒
蜥
蜴

…
…
 

黒
蜥
蜴…

…

》
と
主
題
歌
の
コ
ー
ラ
ス
が
始
ま
り
、
画
面
左
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
岩
瀬
の
部
屋
で
右
往
左
往
す
る
明
智
や
刑
事
た
ち
、
廊
下
を
挟
ん
で
、
右
に
黒

蜥
蜴
が
自
室
で
着
物
を
脱
ぎ
捨
て
着
替
え
る
姿
が
俯
瞰
で
映
さ
れ
る
。

（

２

１

） 

 

〔
44
〕
緑
川
夫
人
の
部
屋
／ 

鏡
に
美
青
年
の
姿
が
映
る
。
／
緑
川
夫
人
「
之

じ
や
誰
だ
つ
て
私
と
わ
か
り
や
し
な
い
わ
、
元
々
本
当
の
私
つ
て
な
い
ん

だ
か
ら
」
／
〔…

〕
／ 

〔
46
〕
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
前
／ 

美
青
年
、
く
る
。
／
上
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

扉
が
開
い
て
、
ボ
ー
イ
と
支
配
人
が
駈
け
出
る
。
美
青
年
と
ば
つ
た
り
会
う

が
も
ち
ろ
ん
気
に
も
か
け
な
い
。
／
美
青
年
、
下
り
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
静

か
に
乗
る
。
／
〔…

〕
／ 

〔
49
〕
ホ
テ
ル
の
裏
庭
／
〔…

〕
美
青
年
、
ホ
テ
ル
の
建
物
を
ふ
り
か
え
る
。

／
美
青
年
「
や
る
わ
ね
明
智─

─

ね
え
皆
さ
ん
、
明
智
つ
て
す
ば
ら
し
い
と

思
い
ま
せ
ん
？
」 

  

こ
の
京
マ
チ
子
の
変
装
と
逃
亡
の
さ
っ
そ
う
と
し
た
演
技
は
、
絶
賛
さ
れ
て
き

た
。
ホ
テ
ル
の
支
配
人
た
ち
を
か
わ
す
軽
や
か
な
身
の
こ
な
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か

ら
出
て
歩
く
姿
を
羨
望
の
眼
差
し
で
見
送
る
女
性
客
。
そ
の
男
装
は
、
北
村
や
久
保

が
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
歌
劇
の
男
役
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
和
装
の
婦
人
か
ら
、
豊

満
な
下
着
姿
の
着
替
え
を
経
て
若
い
紳
士
に
変
装
し
て
ホ
テ
ル
を
脱
出
し
、
カ
メ
ラ

目
線
で
観
客
に
向
か
い
「
や
る
わ
ね
明
智
」
と
語
っ
て
頭
上
に
粋
に
手
を
か
ざ
し
て

立
ち
去
る
後
ろ
姿
に
至
る
、
流
れ
る
よ
う
な
進
行
と
ス
イ
ン
グ
感
は
見
事
だ
。 

 

つ
づ
い
て
黒
蜥
蜴
の
明
智
へ
の
恋
の
自
覚
の
場
面
も
見
て
お
き
た
い
。
冠
を
か
ぶ

り
魔
女
の
よ
う
な
洋
装
に
身
を
包
ん
だ
黒
蜥
蜴
は
、
手
下
の
雨
宮
か
ら
「
た
つ
た
一
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（
19
）

（
20
）

（
21
）



 

人
あ
な
た
の
心
に
し
の
び
こ
ん
だ
男
が
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
て
苦
悶
す
る
（
〔
91
〕

黒
蜥
蜴
の
部
屋
）
。 

 

黒
蜥
蜴
「
何
云
つ
て
る
の…

…

ま
さ
か
明
智
じ
や
な
い
で
し
よ
う
ね…

…

え
、

明
智
!? 
と
ん
で
も
な
い
、
そ
ん
な
事
が
あ
り
得
る
訳
が
な
い
じ
や
な
い

の
、
あ
い
つ
は
敵
よ
、
探
偵
よ
」 

 
 

雨
宮
、
だ
ま
つ
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
愛
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
吹
く
。 

黒
蜥
蜴
「
（
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
）
お
や
め
！ 

今
そ
れ
を
吹
く
の
は
お
や
め
！

…
…

」 

 
 

雨
宮
、
吹
き
つ
ゞ
け
る
。 

黒
蜥
蜴
「…

…

（
焦
燥─

そ
し
て
弱
さ
が
出
て
来
る
）
そ
う
よ…

…

あ
ん
た
の

云
う
通
り
、
明
智
は
私
の
心
に
忍
び
こ
ん
だ
わ…
…

仕
方
が
な
い
じ
や
な
い

の
、
私
だ
つ
て
女
だ
も
の
、
誰
が
好
き
に
な
ろ
う
と
勝
手
だ
わ
。
大
阪
の
ホ

テ
ル
で
あ
つ
た
あ
の
晩
か
ら
私
は
時
々
明
智
の
夢
を
見
る
の…

…

」 

  

三
島
の
原
作
戯
曲
で
も
、
黒
蜥
蜴
は
同
様
に
《
私
だ
つ
て
女
で
す
よ
。
誰
が
好
き

に
な
ら
う
と
勝
手
だ
わ
》
と
語
る
が
、
三
島
の
黒
蜥
蜴
は
自
ら
明
智
へ
の
恋
心
を
自

ら
の
意
志
で
《
（
相
手
の
苦
痛
を
た
の
し
み
な
が
ら
）
》
雨
宮
に
語
り
、
さ
ら
に
恋

心
と
明
智
が
敵
で
あ
る
こ
と
は
別
物
で
あ
っ
て
雨
宮
が
明
智
を
殺
し
て
も
か
ま
わ

な
い
と
も
告
げ
る
。
こ
こ
に
は
、
誇
り
高
く
強
い
三
島
の
黒
蜥
蜴
と
、
恋
に
よ
る
弱

さ
を
露
呈
す
る
大
映
版
の
黒
蜥
蜴
と
の
大
き
な
分
岐
点
が
あ
る
。
大
映
版
の
結
末
で

は
、
明
智
の
腕
に
抱
か
れ
て
息
絶
え
る
黒
蜥
蜴
を
見
て
、
二
人
の
早
苗
は
「
黒
蜥
蜴

つ
て
、
ふ
つ
う
の
女
な
ん
だ
わ
」
、
「
仕
合
わ
せ
そ
う
な
顔…

…

」
と
呟
く
。
異
性

愛
に
殉
じ
る
黒
蜥
蜴
は
幸
せ
な
「
普
通
の
女
」
へ
と
回
収
さ
れ
て
し
ま
の
だ
。
こ
の

結
末
に
つ
い
て
、
既
に
久
保
豊
に
よ
る
次
の
評
価
が
存
す
る
。

（

２

２

） 

 

 

明
智
へ
の
恋
心
を
黒
蜥
蜴
が
「
女
」
と
し
て
吐
露
す
る
の
を
聞
く
度
に
、

私
は
女
優
・
京
マ
チ
子
が
有
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
ク
ィ
ア
な
可
能
性
が

崩
れ
落
ち
る
気
が
し
て
や
ま
な
い
。
私
個
人
に
と
っ
て
『
黒
蜥
蜴
』
の
面
白

さ
は
大
阪
で
の
脱
走
劇
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
魅
力
は
や
は
り
ジ
ェ
ン
ダ
ー
越

境
的
な
変
身
と
社
会
秩
序
へ
の
反
逆
心
に
あ
っ
た
。
恋
愛
の
先
に
あ
る
結
婚

を
回
避
す
る
た
め
に
死
を
選
ぶ
と
し
て
も
、
明
智
に
抱
か
れ
る
黒
蜥
蜴
の
死

が
、
早
苗
に
よ
っ
て
「
黒
蜥
蜴
っ
て
普
通
の
女
な
ん
だ
。
幸
せ
そ
う
な
顔
」

と
「
普
通
」
の
枠
組
の
中
で
意
味
づ
け
ら
れ
る
と
き
、
京
マ
チ
子
／
黒
蜥
蜴

の
ク
ィ
ア
な
可
能
性
は
剥
奪
さ
れ
る
。 

  

久
保
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
作
で
は
中
盤
以
降
、
恋
す
る
女
と
し
て
の
黒
蜥
蜴

を
前
景
化
さ
せ
て
、
弱
き
「
ふ
つ
う
の
女
」
に
変
化
さ
せ
た
と
評
価
せ
ざ
る
を
え
な

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
三
島
戯
曲
以
降
の
近
年
の
「
黒
蜥
蜴
」
演
劇
が
、
乱
歩─

三

島
の
系
譜
に
あ
っ
た
怪
物
的
な
黒
蜥
蜴
か
ら
分
岐
さ
せ
て
、
了
解
可
能
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
へ
と
収
束
さ
せ
て
い
く
流
れ
の
先
駆
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。 

と
は
い
え
、
大
映
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
は
今
日
の
視
座
か
ら
照
射
す
る
と
評
価
で
き

る
要
素
も
多
い
。
京
マ
チ
子
の
身
体
に
よ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
「
変
装
」
、
こ
と
に

男
装
に
よ
る
ク
ィ
ア
性
は
特
筆
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
風
の
音
楽
と
ダ
ン

ス
を
効
果
的
に
用
い
、
「
用
心
棒
の
歌
」
に
見
ら
れ
る
コ
ミ
カ
ル
な
味
付
け
も
交
え

た
演
出
も
、
従
来
の
妖
艶
な
「
黒
蜥
蜴
」
の
作
品
イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
、
宝
塚
歌
劇
花

組
（
二
〇
〇
七
年
）
、
月
蝕
歌
劇
団
（
二
〇
一
六
年
）
な
ど
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

に
も
引
き
継
が
れ
る
、
作
品
の
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
的
な
側
面
を
掘
り
起
こ
し
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（
22
）



 

た
。
三
島
戯
曲
に
あ
っ
た
本
物
／
贋
物
の
相
剋
の
テ
ー
マ
は
継
承
さ
れ
、
進
藤
兼
人

の
脚
本
は
、
贋
物
の
早
苗
に
よ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
批
判
や
水
葬
さ
れ
た
か
に
思
え
た
松

吉
の
生
存
の
形
で
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
も
体
現
し
て
い
る
。
ノ
ワ
ー
ル
な
松
竹
版
と
の

大
き
な
差
異
だ
ろ
う
。 

ゲ
イ
の
劇
団
で
あ
る
こ
と
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
る
劇
団
フ
ラ
イ
ン
グ
ス

テ
ー
ジ
に
よ
る
「
贋
作
・
黒
蜥
蜴
」
（
関
根
信
一
作
・
演
出
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
は
、

上
演
台
本
に
《
江
戸
川
乱
歩
原
作
、
三
島
由
紀
夫
作
戯
曲
ヲ
基
ニ
シ
タ
井
上
梅
次
監

督
、
京
マ
チ
子
主
演
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
ニ
拠
ル
》
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。

（

２

３

）

ホ
ン
モ
ノ

と
ニ
セ
モ
ノ
の
差
異
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
同
作
で
は
、
実
は
男
性
で
あ
る
黒
蜥
蜴
が

死
ぬ
こ
と
な
く
結
末
で
明
智
と
手
を
取
り
合
っ
て
出
て
い
き
新
し
い
生
を
切
り
拓

く
。
コ
ミ
カ
ル
な
味
付
け
も
含
め
て
、
三
島
戯
曲
と
大
映
映
画
版
を
掬
い
取
っ
た
ア

ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
作
品
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

お
わ
り
に 

 

 

大
映
と
松
竹
の
二
つ
の
映
画
「
黒
蜥
蜴
」
を
検
討
し
た
。
京
マ
チ
子
と
丸
山
明
宏

の
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
ク
ィ
ア
な
身
体
性
を
も
っ
て
黒
蜥
蜴
を
演
じ
て

い
た
。
一
方
で
、
一
九
六
〇
年
代
の
日
本
映
画
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ

ィ
の
「
常
識
」
的
規
範
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
規
範
は
、
了
解
可
能
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
淵
源
と
し
て
後
続
の
黒
蜥
蜴
作
品
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
演
劇
に
加
え
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
漫
画
も
含
め
た
「
黒
蜥
蜴
」
ア
ダ
プ
テ

ー
シ
ョ
ン
群
と
映
画
と
の
関
係
、
そ
れ
ら
か
ら
逆
照
射
さ
れ
る
乱
歩
小
説─

三
島
戯

曲
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
別
稿
で
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

注 （
１
）
『
近
代
文
学
試
論
』
五
九
、
二
〇
二
一
年
一
二
月 

（
２
）
「
俳
優
三
島
由
紀
夫
」
（
『
映
画
芸
術
』
二
五
三
、
一
九
六
八
年
九
月
）
で
は
三
頁
に

わ
た
っ
て
三
島
中
心
の
グ
ラ
ビ
ア
写
真
を
展
開
し
、
松
竹
助
監
督
の
佐
光
曠
に
よ
っ

て
、「
現
代
の
女
形
と
し
て
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
形
で
丸
山
に
開
花
し
た
の
で
は
な
い

か
」
、
「
映
画
の
本
質
は
エ
ロ
と
暴
力
だ
。
そ
れ
を
ど
の
次
元
で
と
ら
え
る
か
が
、
作

品
の
質
を
決
定
す
る
」
と
い
っ
た
三
島
の
発
言
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

（
３
）
無
署
名
「
大
女
優
・
丸
山
明
宏 

モ
ノ
・
セ
ッ
ク
ス
時
代
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
挑
戦
す

る
《
黒
蜥
蜴
》
の
映
画
化
の
妖
し
い
美
」 

（
４
）
磯
田
光
一
・
桶
谷
秀
昭
・
松
田
政
男
・
小
川
徹
の
座
談
会
「
三
島
由
紀
夫
と
吉
本
隆
明
」
、  

種
村
季
弘
「
犯
罪
人
間
女
賊
黒
蜥
蜴
の
女
心
を
つ
か
む
法
」
な
ど
。 

（
５
）
「
今
月
の
映
画
評 

「
黒
蜥
蜴
」
（
松
竹
）
」
（
『
文
化
評
論
』
一
九
六
八
年
一
一
月
）
。

山
田
は
、
丸
山
の
〝
女
形
〟
は
《
醜
悪
》
で
、
《
ゆ
が
み
切
っ
た
頽
廃
文
化─

─

正
常
な

性
の
表
現
さ
え
失
っ
た─

─

の
状
況
の
反
映
》
だ
と
見
て
お
り
、
性
認
識
に
つ
い
て
の
時

代
的
な
限
界
が
露
呈
し
て
い
る
。 

（
６
）
美
輪
明
宏
「
柘
榴
石
の
秘
密
・
紅
玉
色
の
傲
慢
・
孔
雀
石
の
ア
ン
ド
ロ
ギ
ュ
ヌ
ス
」（
『
乱

歩
下
』
講
談
社
、
一
九
九
四
年
） 

（
７
）
美
輪
は
、
映
画
と
比
べ
て
舞
台
は
《
真
剣
勝
負
の
味
わ
い
》
が
あ
り
、
《
本
当
に
魔
術

の
よ
う
な
も
の
》
《
一
種
の
催
眠
術
》
か
も
し
れ
な
い
と
そ
の
魅
力
を
語
る
（
「
催
眠
術
」

『
紫
の
履
歴
書 

新
装
版
』
水
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
初
版
は
一
九
六
八
年
）
。 

（
８
）
脚
本
①
②
③
は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
お
い
て
、
脚
本
④
は
松
竹
大
谷
図
書
館
に

お
い
て
、
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

（
９
）
「
ク
ィ
ア
な
共
振─

美
輪
明
宏
の
映
画
ス
タ
ー
ダ
ム
」
（
『
ク
ィ
ア
・
シ
ネ
マ
』
フ
ィ

ル
ム
・
ア
ー
ト
社
、
二
〇
二
三
年
） 
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（
23
）



 

（
10
）
山
中
剛
史
「
美
の
無
何
有
郷─

戯
曲
「
黒
蜥
蜴
」
に
お
け
る
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
と
デ
カ

ダ
ン
ス
」（
『
三
島
由
紀
夫
論
集
Ⅱ 

三
島
由
紀
夫
の
表
現
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
、

武
内
佳
代
「
で
も
こ
れ
が
恋
だ
と
し
た
ら
、
明
智
に
恋
し
て
ゐ
る
私
は
ど
の
私
な
の
？─

三
島
由
紀
夫
「
黒
蜥
蜴
」
に
交
差
す
る
戦
後
資
本
主
義
と
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ズ
ム
」
（
『
文

化
表
象
を
読
む 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
現
在
』
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
二
〇
〇
八
年
）
。 

（
11
）
「
「
黒
蜥
蜴
」
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
」
二
〇
一
六
年
一
月
二
四
日
（Y

o
u
T
ub
e

、 

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
静
岡
県
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
） 

（
12
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
日
本
の
ス
タ
ー
11 

京
マ
チ
子
の
巻
・
後
篇
」
（
『
キ
ネ
マ
旬
報
』

八
八
三
、
一
九
八
四
年
四
月
一
日
）
に
お
い
て
、
聞
き
手
の
水
野
晴
郎
が
「
黒
蜥
蜴
」
に

つ
い
て
《─

─

久
し
ぶ
り
に
、
網
タ
イ
ツ
姿
で
踊
り
な
ど
踊
ら
れ
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
風

で
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
》
と
水
を
向
け
て
も
、
京
は
《…

…

セ
リ
フ
を
大
事
に
し
ゃ
べ
っ

て
な
い
し…

…

、
あ
あ
、
冷
や
汗
が
出
る
（
笑
）
》
と
答
え
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

（
13
）
月
岡
・
井
上
映
画
財
団
編
、
講
談
社
エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
、
二
〇
二
三
年 

（
14
）
《
映
画
は
、
一
応
野
心
作
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
不
十
分
で
は
あ
る
が
リ
ア
リ
ズ
ム

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
か
な
り
様
式
化
、
象
徴
化
の
方
向
を
見
せ
る
。
も
っ
と
奔
放
に
な
っ
て

も
い
い
と
い
う
不
満
は
あ
る
が
、
リ
ア
リ
ズ
ム
中
心
だ
っ
た
日
本
映
画
の
土
壌
で
は
、
こ

の
程
度
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
に
よ
り
も
タ
レ
ン
ン
ト
の
い
な
い
こ

と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
な
か
で
、
京
マ
チ
子
が
幅
の
広
い
貫
祿
を
見
せ
て
い
る
》
（
「
精

い
っ
ぱ
い
の
野
心
作 

「
黒
蜥
蜴
」
（
大
映
）
」
『
読
売
新
聞
（
夕
刊
）
』
一
九
六
二
年

三
月
一
六
日
）
と
い
っ
た
評
が
あ
る
。
他
に
、
舞
台
の
水
谷
八
重
子
、
芥
川
比
呂
志
の
演

技
の
競
い
合
い
に
比
べ
る
と
、「
大
映
が
誇
る
ス
タ
ー
京
マ
チ
子
」
を
生
か
し
て
お
ら
ず
、

大
ス
タ
ー
ら
し
い
魅
力
が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
評
価
も
あ
る
（
福
田
定
良
「
黒
蜥
蜴
」

『
キ
ネ
マ
旬
報
』
三
〇
九
、
一
九
六
二
年
四
月
）
。
福
田
は
、
《
青
年
紳
士
に
変
装
し
た

京
が
足
ど
り
も
軽
や
か
に
ホ
テ
ル
を
出
て
ゆ
く
姿
は
印
象
的
だ
っ
た
》
が
、
そ
の
他
の
変

装
に
は
《
大
ス
タ
ー
ら
し
い
魅
力
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
き
わ
も
の
の
娯
楽

映
画
に
も
出
演
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
映
画
女
優
、
つ
ま
り
、
主
体
性
を
失
っ
た
映
画
女

優
の
姿
で
し
か
な
か
っ
た
》
と
も
評
す
る
。 

（
15
）
公
開
当
時
の
プ
レ
ス
シ
ー
ト
に
は
、
「
乱
歩
の
奇
想
！ 

三
島
・
新
藤
の
才
気
！ 

井

上
監
督
の
秘
策
が
最
高
の
演
技
陣
と
組
ん
で
話
題
を
呼
ぶ
！
」
と
し
て
、
井
上
梅
次
監
督

の
《
「
こ
の
現
実
ば
な
れ
し
た
お
は
な
し
を
私
は
た
の
し
い
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
娯
楽
篇
と
し

て
作
っ
て
み
た
い
、
〔…

〕
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
仕
立
て
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
歌
も
踊
り
も

ふ
ん
だ
ん
に
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
し
ゃ
れ
た
映
画
に
な
り
そ
う
で
す
。
と
に
か
く

面
白
い
と
い
う
こ
と
が
絶
対
条
件
で
す
。
」
》
と
の
発
言
が
載
っ
て
い
る
。 

（
16
）
「
井
上
梅
次
監
督 

「
黒
蜥
蜴
」
に
苦
心
の
演
出
」
（
『
読
売
新
聞
（
夕
刊
）
』
一
九

六
二
年
二
月
一
五
日
） 

（
17
）
「
黒
蜥
蜴 

井
上
梅
次1

9
6
2

」
（
『
映
画
秘
宝 

完
全
版
ア
ナ
ー
キ
ー
日
本
映
画
史

1
9
5
6-
2
01
6

』
洋
泉
社
、
二
〇
一
六
年
） 

（
18
）
「
マ
ニ
ア
を
唸
ら
す
究
極
の
ビ
ザ
ー
ル 

「
盲
獣
」
「
黒
蜥
蜴
」
初
Ｌ
Ｄ
化
」
（
『
キ

ネ
マ
旬
報
』
一
二
七
二
、
一
九
九
八
年
一
二
月
）
。
京
マ
チ
子
の
レ
ビ
ュ
ウ
の
踊
り
の
華

や
か
さ
や
、
明
智
役
の
大
木
実
の
《
日
本
一
の
名
探
偵
と
自
惚
れ
る
自
意
識
過
剰
ぶ
り
》

の
面
白
さ
を
評
価
す
る
。 

（
19
）
北
村
匡
平
「
第
六
章 

〈
変
身
〉
す
る
演
技
派
女
優
」
（
『
美
と
破
壊
の
女
優 

京
マ

チ
子
』
筑
摩
選
書
、
二
〇
一
九
年
） 

（
20
）
「
も
と
も
と
本
当
の
あ
た
し
な
ん
て
い
な
い
ん
だ
か
ら 

『
黒
蜥
蜴
』
に
み
る
京
マ

チ
子
／
成
熟
、
越
境
性
、
矛
盾
」
（
『
ユ
リ
イ
カ 

特
集
・
京
マ
チ
子
』
二
〇
一
九
年
八

月
）
。 

（
21
）
脚
本
は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
を
参
照
し
た
。 

（
22
）
注
20
に
同
じ 
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（
23
）
上
演
台
本
は
、
関
根
信
一
氏
よ
り
貸
与
い
た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。 

 
付
記 
本
稿
は
、
第
五
回
三
島
由
紀
夫
と
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
／
福
岡
市
文
学
館
常

設
展
示
関
連
講
座
「
三
島
由
紀
夫
と
映
画
」
（
二
〇
二
三
年
三
月
二
五
日
、
福
岡
Ｓ
Ｒ
Ｐ
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
Ｓ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
／
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
の

一
部
を
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（2

2
K
0
02
9
5

）
助
成

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

 

（
あ
り
も
と 

の
ぶ
こ
、
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
教
授
） 
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